
自主的環境保全活動の取り組み状況 
 

（事業所名）川崎重工業（株）播磨工場 

 １ 環境保全活動に関する方針等 

１－１ 環境保全活動に関する方針 

 

環境理念： 

 

 川崎重工グループは「ものづくり」を通じて社会の発展に寄与することを基本に据え、「陸・

海・空にわたる基礎産業企業」としてグローバルに事業を展開する中で、地球環境問題の解決

を図るため、「低炭素社会の実現」、「循環型社会の実現」および「自然共生社会の実現」を目指

し、環境に調和した事業活動と地球環境に配慮した自社製品・サービスを通じて、社会の「持

続可能な発展」に貢献します。 

 

 

（当社ホームページにて公表） 

 

 

１－２ 環境保全活動に関する組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

播磨工場環境管理責任者 
（総務課長） 

播磨工場環境管理担当部門 

（播磨工場事務所総務課） 

TEL：（079）435-2131 

Fax：（079）435-2132 

社 長 

播磨工場環境管理統括者 
（播磨工場事務所長） 

最高環境管理統括者 
(環境管理担当役員) 

《本社》CSR推進本部 
地球環境部 

※地球環境会議 
（年 1回開催） 

※地球環境会議 

3 ヵ年の｢環境経営活動基本方針｣および、年度ごとの

｢環境経営活動重点施策｣を審議･策定 

 

※環境保全委員会 

事業所における環境に関する諸方針・諸施策、

および法令の順守状況や環境保全に必要な事

項の協議や報告 

※環境保全委員会 
（年２回開催） 



 ２ 環境保全活動の実施状況等 
 

 項 目  取組結果  今後の取組計画 

エネルギー対策 

（地球温暖化防止

対策） 

１. 温室効果ガス排出量削減に向けた取り組み 
 ①  電力使用の削減対策 
  a. 工場建屋に自然採光することで工場照明の 

使用箇所の削減 
  b. 空調設備の温度管理、時間管理の徹底他電力削

減日常活動推進 
 ②  ガス使用量削減日常活動推進 
 ③  定期パトロールによる不要エネルギー削減 

省エネ型機器の積極的導

入 

 工場内照明機器の省エ

ネ型灯具への更新 

 変電所トランスの省エ

ネ型への更新 

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ １. ISO14001認定継続 
  a. 定期審査に合格 

ISO14001の認定継続 

廃棄物削減対策 １. 廃棄物の３R活動の推進 
 ①  日常削減活動の実施 

 前年度実績比5％削減の目標を達成 
  
 ②  リサイクル率100％の達成による 

 ゼロエミッションを維持  

廃棄物の３R活動の継続実

施 

自動車公害対策 １. 自動車NOX、PM法：大型バス１台更新 
（2008年～2010年で４台を更新） 

製品輸送時の効率化 

（ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄの積極的活用）

環境教育 １. IT活用による環境教育ｼｽﾃﾑ（ｅ-ﾗｰﾆﾝｸﾞ）を実施 

２. ﾊﾟｿｺﾝ非保有者には集合教育を実施（138名） 

３. 管理者環境教育 
 ①  廃棄物処理場の見学を実施 

従業員の環境意識の向上

を目的にした環境教育を

引き続き実施  

地域社会活動への

参加 

１. 工場周辺地域の環境改善への貢献 
 ①  人工島内一斉清掃およびｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ参加 
 ②  播磨町環境保全協議会への参加 
 ③  新島連絡協議会への参加 

継続実施 

環境ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ １. 環境情報の公開 

 ①  全社の環境情報を当社 HPで公開 

 ②  CSR報告書 2010発行 

継続実施 

 


